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第 22 回栃木県障害者スポーツ大会実施要綱 

 

令和８（2026）年８月 10 日現在 

１ 目 的 

この大会は、県民総スポーツを推進し、障害者が競技等を通じて健康の保持・増進を図るとと

もに、県民の障害に対する理解を深め、障害者の自立と社会参加を促進することを目的とする。 

２ 主 催 

  栃木県、栃木県教育委員会、宇都宮市、(福)栃木県社会福祉協議会、栃木県身体障害者団体連

絡協議会、栃木県特別支援学校長会、(特非)栃木県障害施設・事業協会、(一社)栃木県手をつな

ぐ育成会、栃木県中学校教育研究会特別支援教育部会、（一財）栃木県精神衛生協会、(特非)栃

木県障害者スポーツ協会 

３ 主 管 

  (一財)栃木陸上競技協会、(一社)栃木県水泳連盟、栃木県パラアーチェリー協会、（一社）栃

木県卓球連盟、栃木県障害者フライングディスク協会、栃木県ボッチャ協会、 (一社)栃木県バ

スケットボール協会、栃木県ソフトボール協会、栃木県バレーボール協会、(公社)栃木県サッカ

ー協会、栃木県パラスポーツ指導者協議会 

４ 後 援 

  各市町、栃木県市町村教育委員会連合会、日本赤十字社栃木県支部、(福)とちぎ健康福祉協会、 

(公財)栃木県スポーツ協会、栃木県民生委員児童委員協議会、栃木県肢体不自由児者父母の会連

合会、栃木県青少年団体連絡協議会、栃木県地域婦人連絡協議会、栃木県ボランティア連絡協議

会、栃木県手話通訳問題研究会、朝日新聞宇都宮総局、読売新聞宇都宮支局、毎日新聞宇都宮支

局、産経新聞社宇都宮支局、東京新聞宇都宮支局、下野新聞社、共同通信社宇都宮支局、時事通

信社宇都宮支局、ＮＨＫ宇都宮放送局、栃木放送、エフエム栃木、とちぎテレビ 

５ 協 賛 

  宇都宮西ライオンズクラブ、全日本電機・電子・情報関連産業労働組合連合会栃木地方協議会、

㈱大和義肢製作所、㈱伊藤園ネオス、コカ・コーラボトラーズジャパン㈱、(一社)栃木県理学療

法士会、本田技研工業株式会社 

６ 実施競技・期日・会場 

競技名等 期 日 会 場 

開会式・閉会式 

5/17（日） 

栃木県総合運動公園 カンセキスタジアムとちぎ 

個

人

競

技 

陸上競技 栃木県総合運動公園 カンセキスタジアムとちぎ 

アーチェリー 宇都宮市みずほの中央公園 アーチェリー場 

卓球（ｻｳﾝﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙﾃﾆｽ含む） 
とちぎ福祉プラザ障害者スポーツセンター 
（わかくさアリーナ） 

フライングディスク 栃木県総合運動公園 多目的広場（投てき場） 

ボッチャ 
とちぎ福祉プラザ障害者スポーツセンター 
（わかくさアリーナ） 

水泳 
5/24（日） 

日環アリーナ栃木 屋内水泳場 

ボウリング 宇都宮第二トーヨーボウル 

団

体

競

技 

バスケットボール 
9/19（土） 日環アリーナ栃木 メインアリーナ 

車いすバスケットボール 

ソフトボール 
9/27（日） 

栃木県総合運動公園 野球場Ｂ 

フットソフトボール 栃木県総合運動公園 野球場Ａ 

バレーボール 
10/4（日） 

日環アリーナ栃木 メインアリーナ 

サッカー 栃木ＳＣ宇都宮フィールド（宇都宮市サッカー場） 

※ 荒天又は感染症の流行などのその他の都合により、主催者と競技主管団体等と協議の上、

実施出来ないと判断した場合は中止とする。 
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７ 競技種目及び障害区分 

(1) 各競技における実施種目及び個人競技の障害区分は、次のとおりとする。 

＜（別表）栃木県障害者スポーツ大会競技・種目＞参照 

(2) 各個人競技はフライングディスク及びアーチェリーを除き年齢（令和８（2026）年４月１日

現在）を次の区分に分けて競技するものとする。 

① 身体障害者 １部（39 歳以下）、２部（40歳以上） 

② 知的障害者 少年の部（19 歳以下）、青年の部（20歳～35 歳）、壮年の部（36 歳以上） 

※ 精神障害者については、年齢区分はありません。 

８ 大会参加選手資格 

次の全てに該当する者とする。 

① 令和８（2026）年４月１日現在で 13 歳以上の者。 

② 栃木県内に現住所（住民票のある地）を有する者。または、栃木県外に住所を有する者

で、栃木県に所在する学校や施設等に通学並びに入所及び通所している者。 

   ③ 資格要件は次のとおりとする。 

ア） 身体障害者は、身体障害者福祉法（昭和 24（1949）年法律第 283 号）第 15 条の規

定により身体障害者手帳の交付を受けた者。 

    イ） 知的障害者は、厚生事務次官通知（昭和 48（1973）年９月 27 日厚生省発児第 156

号）による療育手帳の交付を受けた者。あるいは、その取得の対象に準ずる障害のあ

る者。 

    ウ） 精神障害者は、精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和 25 年法律第 123

号）第 45 条により、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた者。あるいは、自立支

援医療（精神通院）受給者証の交付を受けた者。 

９ 参加制限 

(1) 参加は、原則として一人１競技とし、同一競技内では２種目までとする。ただし、陸上競技

及びアーチェリーにおいては１種目のみとする。（陸上競技の４×100ｍリレーは除く） 

(2) ４×100ｍリレーは、団体ごとに男女混合２チーム（１チーム６名以内。）までとする。 

10 参加費 

  無料（但し、ボウリングは参加費がかかります。） 

11 参加選手の決定 

参加選手の決定は、各参加団体からの参加申込書に基づき、主催者において、障害別、程度別、

性別、年齢等を考慮の上決定するものとする。 

12 競技規則 

「全国障害者スポーツ大会競技規則」及び別に定める「栃木県障害者スポーツ大会競技規則」

によるものとする。 

13 表 彰 

(1) 個人競技の各競技種目の組ごとに１位から３位の者にメダルを授与する。 

(2) 団体競技の優勝チーム、準優勝チームに賞状、メダルを授与する。 

14 オープン競技・期日・会場 

競技名 期日 会場 

卓球バレー 8/29（土） 
とちぎ福祉プラザ障害者スポーツセンター 

（わかくさアリーナ） 

15 健康・安全管理 

(1) 参加選手の健康・安全面については、各参加団体において十分配慮するものとする。主催者に

おいては、大会当日の応急処置を除き、一切責任を負わないものとする。 

(2) 各参加者の傷害保険については主催者において加入するが、各参加団体においても必要な保険

に加入するなど配慮すること。 

16 その他 

第 25 回全国障害者スポーツ大会「青の煌めきあおもり障スポ」への出場選手は、原則として、

本大会の記録を勘案し選考するものとする。また、選考の際には、全国大会出場未経験者にも配

慮するものとする。なお、原則として全国大会への連続出場は３回までとする。 

4



(別表) 栃木県障害者スポーツ大会競技・種目

３
０
ｍ

５
０
ｍ

１
０
０
ｍ

２
０
０
ｍ

４
０
０
ｍ

８
０
０
ｍ

１
５
０
０
ｍ

ス
ラ
ロ
ー

ム

4
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

走
高
跳

立
幅
跳

走
幅
跳

砲
丸
投

ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
投

ビ
ー

ン
バ

ッ
グ
投

手部切断　、片前腕切断、片上肢不完全

片上腕切断、片上肢完全

両前腕切断、片前腕・片上腕切断

両上肢不完全

３ 両上腕切断、両上肢完全 ◎ ◎ ▲ ◎ ◎

４ 片下腿切断、片下肢不完全 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

５ 片大腿切断、片下肢完全 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

６ 両下腿切断 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

７ 片下腿・片大腿切断、両下肢不完全 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

８ 両大腿切断、両下肢完全 ◎ ◎ ◎

体幹 ９ 体幹 ※３ ◎ ◎ 　 ◎ ◎ ◎ ◎

１０ 第６頸髄まで残存 ◎ ◎ ◎ ◎

１１ 第７頸髄まで残存 ◎ ◎

１２ 第８頸髄まで残存 ◎ ◎ ◎

１３ 下肢麻痺で座位バランスなし ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

１４ 下肢麻痺で座位バランスあり ◎ ◎

１５ その他車いす ◎ ◎

１６ 四肢麻痺で車いす使用 ◎ ◎ ◎ ◎

１７ けって移動 ◎ 　 ◎ ◎

１８ 片上下肢または片上肢で車いす使用 ◎ 　 　 ◎ 　 ◎

１９ 上肢で車いす使用 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

２０ その他走不能 ◎ ◎ ◎

２１ 上肢に不随意運動を伴う走可能 ◎ ◎ ◎ 　 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

２２ その他走可能 ◎ ◎ ◎ 　 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

４ ２３ 電動車いす常用 ◎ ◎ ◎

２４ 視力０から０．０１まで ※６ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

２５ その他の視覚障害 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ▲ ◎ ◎ ◎ ◎

２６ 聴覚障害 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ▲ ◎ ◎ ◎ ◎

２７ 知的障害 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ▲ ◎ ◎ ◎

２８ ぼうこう又は直腸機能障害 ◎ 　 ◎ ◎ ◎ ◎

障害区分

区
分
番
号

内部障害

脳
原
性
麻
痺
以
外
で

車
い
す
常
用

、
使
用

脳
原
性
麻
痺

(

脳
性
麻
痺

、
脳
血
管
疾
患

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
脳
外
傷
等

)

３

肢
体
不
自
由

１

知的障害

下肢

２

視覚障害 ※５

上肢

◎

◎

１

２

◎

◎

◎

◎ ◎

聴覚・平衡機能障害、
音声・言語・そしゃく
機能障害

１　陸上競技　　　　　　　　　　◎男女別・年齢区分別　　　　△男女混合・年齢区分なし　　　▲男女別・年齢区分なし

跳躍 投てき

◎ ◎

競走

▲ ◎ ◎

◎ ◎　

※１　４×100ｍリレーは男女混合とする。
※２　３０ｍ及び５０ｍ競走で使用する車いすは日常生活用とする。
※３　体幹とは頸部・胸部・腹部および腰部（脊柱）のみに変形がある者（脊椎カリエス等による体幹の障害が該当する）。
　　　 ただし、四肢の機能障害を伴う場合は体幹の機能障害があってもこの区分には該当しない。
※４　複数の障害区分にわたり１つの◎がついている場合は、一つの区分として競技をおこない、順位を決定する。
※５　視力は「矯正後の良い方の視力」で判定する。
※６　障害区分24は光を通さないアイマスクまたはアイシェードを装着する。

◎

◎

◎ ◎

◎

◎

※２ ※２

※１

※４ ※４ ※４ ※４

※４ ※４ ※４

※４

※４
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２
５
ｍ

５
０
ｍ

２
５
ｍ

５
０
ｍ

２
５
ｍ

５
０
ｍ

２
５
ｍ

５
０
ｍ

1 手部切断 ◎ ◎ ● ○ ● ○ ● ○

2 片前腕切断、片上肢不完全 ◎ ◎ ● ○ ● ○ ● ○

3 片上腕切断、片上肢完全 ◎ ◎ ● ○ ● ○ ● ○

4 両前腕切断、両上肢不完全 ◎ ◎ ● ○ ● ○ ● ○

5 両上腕切断、両上肢完全、片前腕・片上腕切断 ◎ ◎ ● ○ ● ○ ● ○

6 片下腿切断、片下肢不完全 ◎ ◎ ● ○ ● ○ ● ○

7 片大腿切断、片下肢完全 ◎ ◎ ● ○ ● ○ ● ○

8 両下腿切断、両下肢不完全 ◎ ◎ ● ○ ● ○ ● ○

9 両大腿切断、両下肢完全、片下腿・片大腿切断 ◎ ◎ ● ○ ● ○ ◎ 　

片上肢切断・片下肢切断

片上肢不完全・片下肢不完全

多肢切断、片上肢完全・片下肢完全

両上肢不完全・両下肢不完全

体幹 １２ 体幹 ◎ ◎ ● ○ ● ○ ● ○

１３ 第７頸髄まで残存 ◎ ◎ ◎ 　 ◎ 　 　

１４ 第８頸髄まで残存 ◎ ◎ ● ○ ● ○ ● ○

１５ 下肢麻痺で座位バランスなし ◎ ◎ ● ○ ● ○ ● ○

１６ 下肢麻痺で座位バランスあり ◎ ◎ ● ○ ● ○ ● ○

四肢麻痺（車いす常用）

上肢に著しい不随意運動を伴う走不能

両下肢麻痺

上肢に軽度の不随意運動を伴う走不能

２１ その他走可能 ◎ ◎ ● ○ ● ○ ● ○

２２ 浮具使用 ◎ ◎ ◎ ◎

２３ 視力０から０．０１まで　※２ ◎ ◎ ● ○ ● ○ ● ○

２４ その他の視覚障害 ◎ ◎ ● ○ ● ○ ● ○

２５ 聴覚障害 ◎ ◎ ● ○ ● ○ ● ○

２６ 知的障害 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

障害区分

区
分
番
号

バタフライ平泳ぎ背泳ぎ自由形

●

●

１９

２０

◎

◎

片側障害で片上肢機能全廃

その他の片側障害で走不能

１７

※１　視力は「矯正後の良い方の視力」で判定する。
※２　障害区分23は光を通さないゴーグルを装着する。

１８

聴覚・平衡機能障害、
音声・言語・そしゃく
機能障害

肢
体
不
自
由

１０

１１

上下肢

◎

◎

上肢

下肢

知的障害

脳
原
性
麻
痺
以
外
の

車
い
す
常
用

その他

脳
原
性
麻
痺

（
脳
性
麻
痺

、
脳
血
管
疾
患

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
脳
外
傷
等

）

１

２

３

視覚障害　※１

○

●

●

○

○

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

○

●

○

○

　

○

●

●

◎

◎

● ○

●

●

◎

●

○

２　水泳　　　　　　　　　　◎男女別・年齢区分別　　　　　○男女別・１部　　　　　　●男女別・２部

○ ○

◎

◎

●
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50ｍ･30ｍ 30ｍ･30ｍ 50ｍ･30ｍ 30ｍ･30ｍ

１ ● ● ● ●

２ ● ●

３ ● ●

４ ● ●

５ ● ●

７ ● ●

８ ● ●

区分番号

１

２

３

体幹 ６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

知的障害 １８

精神障害 １９

その他の車いす

※　「第８頚髄まで残存」には、「第６頚髄まで残存」および「第７頚髄まで残存」は出場できるものとする。

車いす使用

上肢障害
片上肢障害

両上肢障害

片下腿切断、片下肢不完全

◎男女別、年齢区分別　　●男女別

●男女別

第８頸髄まで残存

その他の車いす

上肢障害

障害区分
リカーブ コンパウンド

●

上肢に不随意運動なし

◇

視覚障害　※２

聴覚・平衡機能障害、音声・言語機能障害、そしゃく機能障害

知的障害

３

５　フライングディスク

◇

聴覚障害

上肢に不随意運動あり

※１　「第８頚髄まで残存」には、「第６頚髄まで残存」および「第７頚髄まで残存」は出場できるものとする。
※２　視力・視野の程度に関わらず、アイマスクまたは、アイシェードの有無で出場競技を分ける。
※３　障害区分15は、各自で用意した光を通さないアイマスクまたはアイシェードを装着する。

●

肢体不自由

視覚障害

聴覚障害

脳原性麻痺
（脳性麻痺、脳血管疾患、脳外
傷等）

◇区分なし　　●男女別

知的障害

内部障害（ぼうこう又は直腸機能障害）

ディスリート５

アキュラシー ディスタンス

立位ディスリート７

●

下肢障害(椅子・車いす使用を含む）

座位

杖・松葉杖使用

脳原性麻痺(椅子・車いす使用を含む）

第８頸髄まで残存　※１

体幹

聴覚障害

片側障害

精神障害

肢体不自由

１

２

障害区分

肢体不自由

脳原性麻痺
（脳性麻痺、脳血管疾患、脳外傷等）

６

脳原性麻痺以外で車いす常
用、使用

下肢障害

座位バランスなし

５
片下腿・片大腿切断

両大腿切断、両下肢完全

ぼうこう又は直腸機能障害

体幹

片下肢完全、両下肢不完全

●

片大腿切断、両下腿切断

卓球 STT

◎

４

◎

３　アーチェリー　

脳原性麻痺以外で車いす常用

内部障害

聴覚・平衡機能障害、音声・言語・そしゃく機能障害

切断・機能障害

４　卓球・サウンドテーブルテニス

区分番号

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

アイマスク・アイシェード有り　※３

アイマスク・アイシェード無し

◎

●

● ●
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1 切断・機能障害 1

2

3

4

5

6

7

8

9

4 10

　　　知的障害者で男女別、年齢区分別に実施する。

　　　知的障害者で男女別に実施する。

　　　肢体不自由者の車いす使用者のみの競技とする。

　　　知的障害者のみの競技とする。

　　　視覚障害者のみの競技とする。

　　　聴覚障害者と知的障害者で、男女別に実施する。

　　　精神障害者は、男女混合とする。

　　　知的障害者のみの競技とする。

　　　知的障害者のみの競技とする。

７　ボウリング

８　バスケットボール

10　ソフトボール

13　サッカー

14　フットソフトボール

６　ボッチャ

肢体不自由

多肢切断・両下肢完全・
両上肢不完全および両下肢不完全

※ 座位とは、車いす及び椅子に座った競技スタイルを言う。
※移動したり、方向を変えたりすることが機能的に困難な者にスポーツアシスタントを1名、ランプ使用者にはランプオペレーターを1名のみつけることができる。
※ 立位で競技する選手については、安全上の配慮から、投球時以外はボックス内に椅子を準備し、座位にて待機してもよい。
※脳原性麻痺で四肢に可動域制限や協調運動障害がある者で上肢による車いす使用者はすべて四肢麻痺（区分６）として区分判定する。
※区分10は、四肢もしくは三肢体幹機能障害により電動車いすを常用している者を対象とする。

９　車いすバスケットボール

△男女混合・年齢区分なし

区分番号 障害区分・解説
競技スタイル

立位 座位

△

2
脳原性麻痺以外で車いす常
用、使用

第６頸髄まで残存 △

第７頸髄まで残存 △

第８頸髄まで残存 △

多肢切断 △

脳原性麻痺（脳性麻痺、脳血
管疾患、脳外傷等）

四肢麻痺で車いす常用 △

けって移動 △

片上下肢で車いす常用、または使用

11　ブラインドベースボール

12　バレーボール

△

その他走不能 △

電動車いす常用 △

3
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第 22回栃木県障害者スポーツ大会競技実施要項 

 

１ 競技運営 

(1)  個人競技 

ア 同一競技内で出場できる場合は、次のとおりとする。 

出場種目 

2 種目まで出場できる。ただし、陸上競技及びアーチェリー競技においては１種目とす

る。（陸上競技の 4×100ｍリレーは除く） 

イ 男女別に実施する。 

ただし、フライングディスクのアキュラシー種目は除く。 

ウ 予選は行わず、年齢区分、障害区分等による組み合わせを行い、各組を単位として一回

の決勝競技とする。 

エ 出場者の少ない種目は、別の年齢区分の者又は別の組み合わせの者と一緒に競技させる

ことがある。この場合、順位の決定、記録の認定及び表彰は各年齢区分別又は組み合わせ

ごとに行う。 

オ フライングディスクについては、障害区分、年齢区分はないが、競技実施（組み合わせ

編成）については、年齢順で行う。 

カ ボッチャについては、「立位の部」、「座位の部」それぞれの個人戦を行う。 

(2)  団体競技 

チーム編成は、バスケットボール及びバレーボール（聴覚障害の部、知的障害の部） は

男女別、バレーボール（精神障害の部）は男女混合とし、他の競技は男女混合を可とする。 

 

２ 表 彰 

(1) 個人競技の各競技種目の組ごとに1位から3位の者にメダルを授与する。 

(2) 団体競技の優勝チーム、準優勝チームに賞状、メダルを授与する。 

 

３ 参加申込み 

(1) 申込みの流れ 

住所地の市町で申込みを行い、市町ごとに栃木県障害者スポーツ協会（以下、「スポーツ

協会」という）へ申し込むこと。 

ただし、施設、学校、福祉作業所に所属する者は、所属ごとにスポーツ協会へ申し込むこ

と。 

(2) 出場申込書及び様式について  

各選手団は、栃木県障害者スポーツ協会ホームページの「栃木県障害者スポーツ大会・出

場申込書ダウンロード」専用ページ（https://syospo-tochigi.org/private/4348/）から該

当ファイル（Excel）をダウンロードすること。 

【申込書の様式】 

① 選手団基本表 （様式１－１号） 

② 大会出場人員調（様式１－２号） 

③ 陸上競技申込書（様式２－１号） 

④ 卓球・サウンドテーブルテニス申込書（様式２－２号） 

⑤ アーチェリー申込書（様式２－３号） 

⑥ フライングディスク申込書（様式２－４号） 

⑦ 水泳申込書（様式２－５号） 

⑧ ボッチャ申込書（様式２－６号） 

⑨ ボウリング申込書（様式２－７号） 

⑩ 陸上競技４×１００ｍリレー申込書（様式３号） 

(3) 申込期限 

ア 個人競技 

令和８（2026）年３月 18日（水）必着 

【個人競技特例２次申込】 

令和８（2026）年 4月７日（火）必着 

※学校（特別支援学校・学級等）の新入生や障害者施設の新規利用者を対象とする。 
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イ 団体競技 

令和８（2026）年８月 31日（月） 

(4) 申込書の提出方法  

入力上の注意事項を参考に、直接ファイルに入力のうえ、電子メールで回答すること。 

電子メールメッセージ作成の際は“件名”に選手団番号のみを入れること。 

メールアドレス kenspo@syospo-tochigi.org 

(5) 留意事項 

ア 知的障害者の陸上競技 800ｍ及び 1500ｍに参加する者は、次の記録を満たしていること。 

８００ｍ 男子 ４分３０秒  女子  ５分３０秒 

１５００ｍ 男子 ８分００秒  女子 １０分００秒 

イ アーチェリーは、リカーブ部門又はコンパウンドボウ部門のいずれかの１種目に申込む

ことができる。 

ウ フライングディスクは、アキュラシー１種目とディスタンス計２種目に申込むことがで

きる。 

 

４ ゼッケン（アスリートビブス） 

(1) 個人競技（水泳を除く）に出場する選手は、競技用の服装に必ずゼッケンを付けること。 

ゼッケンの色は、障害部門ごとに次にように色分けし、数字は黒字とする。 

・ 肢体不自由者 〔白〕 

・ 視覚障害者  〔薄緑〕 

・ 聴覚障害者  〔黄〕 

・ 知的障害者  〔桃〕 

・ 内部障害者  〔水色〕 

・ 精神障害者  〔薄茶〕 

(2) ゼッケンの作成 

① ゼッケン用の布は、各選手団で準備し使用すること。また、ゼッケン用の布を補充する場

合は、下記に倣って黒字で太く作成すること。なお、補充用のゼッケン布については各選手

団で準備すること。 

② 卓球（サウンドテーブルテニス含む）に出場する選手のゼッケンは、下記に倣って黒字で

太く作成すること。 

(3) ゼッケンは、原則として競技用服装に縫い付けること。（安全ピン可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ その他 

（１）この要項に定めるもののほか、競技運営上必要な事項は、競技ごとに競技運営主管団体と

協議の上、競技実施要領に定める。 

（２）大会当日は、競技会場にテレビ局、新聞社等報道機関が来場し、選手の氏名・写真・映像

が報道されることがある。また、大会プログラムやホームページ等に選手の氏名、障害区分（重

複障害を含む。）、年齢区分、選手団名、競技中の写真や競技記録等を掲載する場合がある。 

①ゼッケン（卓球以外）の記入例 ②ゼッケン（卓球・サウンドテーブルテニス）の記入例 
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大　会　役　員　名　簿

№ 役 　　名 職　　　　　　　　　　　　　名 氏名 備考

1 会　長 栃木県知事 福田　富一

2 栃木県教育委員会教育長 中村　千浩

3 宇都宮市長 佐藤　栄一

4 社会福祉法人栃木県社会福祉協議会会長 石﨑　金市

5 栃木県身体障害者団体連絡協議会会長 麦倉　仁巳

6 栃木県特別支援学校長会会長 石井　亮

7 特定非営利活動法人栃木県障害施設・事業協会会長 菊地　月香

8 一般社団法人栃木県手をつなぐ育成会会長 小島　幸子

9 栃木県中学校教育研究会特別支援教育部会会長 宮堀　宏恵

10 一般財団法人栃木県精神衛生協会会長 朝日　公彦

11 特定非営利活動法人栃木県障害者スポーツ協会会長 駒﨑　茂

12 一般財団法人栃木陸上競技協会会長 板橋　一好

13 栃木県水泳連盟会長 螺良　昭人

14 栃木県パラアーチェリー協会会長 田名網　崇

15 一般社団法人栃木県卓球連盟会長 相良　健治

16 栃木県障害者フライングディスク協会会長 櫻井　康生

17 栃木県ボッチャ協会会長 木下　卓己

18 一般社団法人栃木県バスケットボール協会会長 小曽戸　和彦

19 栃木県ソフトボール協会会長 大島　英世

20 栃木県バレーボール協会会長 織田　祐蔵

21 栃木県サッカー協会会長 鈴木　武明

22 栃木県パラスポーツ指導者協議会会長 服部　隆志

23 栃木県保健福祉部長 佐野　圭吾

24 委員長 栃木県教育委員会事務局健康体育課長 熊木　則裕

25 栃木県教育委員会事務局特別支援教育課長 木戸　朋子

26 宇都宮市保健福祉部長 木村　晴信

27 社会福祉法人栃木県社会福祉協議会事務局長 法師人　昇

28 栃木県身体障害者団体連絡協議会理事（視覚） 渡辺　博之

29 栃木県身体障害者団体連絡協議会理事（聴覚） 稲川　和彦

30 特定非営利活動法人栃木県障害施設・事業協会副会長 井上　憲一

31 一般社団法人栃木県手をつなぐ育成会常務理事兼事務局長 石川　一夫

32 特定非営利活動法人栃木県障害者スポーツ協会事務局長 阿久津　好彰

33 公益財団法人栃木県スポーツ協会理事長 北條　俊明

34 一般財団法人栃木陸上競技協会理事長 渡邊　方夫

35 栃木県水泳連盟理事長 長谷川　嘉明

36 栃木県パラアーチェリー協会事務局長 田名網　惠子

37 一般社団法人栃木県卓球連盟理事長 久保井　圭子

38 栃木県障害者フライングディスク協会事務局長 兼弘　真由実

39 栃木県ボッチャ協会事務局長 阿久津　誠

40 一般社団法人栃木県バスケットボール協会専務理事 鈴木　克美

41 栃木県ソフトボール協会理事長 阿久津　静

42 栃木県バレーボール協会理事長 山口　幸雄

43 栃木県サッカー協会専務理事 鈴木　勇

44 栃木県パラスポーツ指導者協議会事務局長 大木　一弘

45 栃木県市町村教育委員会連合会会長 大澤　真弓

46 社会福祉法人とちぎ健康福祉協会理事長 小川　俊彦

47 日本赤十字社栃木県支部事務局長 柏瀬　仁

48 栃木県民生委員児童委員協議会会長 釼持　幸子

49 栃木県肢体不自由児者父母の会連合会会長 小林　厚子

50 栃木県青少年団体連絡協議会会長 矢野　優

51 栃木県地域婦人連絡協議会会長 寺山　厚子

52 栃木県ボランティア連絡協議会会長 小西　久美子

53 栃木県手話通訳問題研究会会長 井腰　香織

54 栃木県保健福祉部障害福祉課長 小川　元子

副委員長

委　員

副会長

顧　問
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参加選手数一覧

男
子

女
子

男
子

女
子

男
子

女
子

1 栃木県 12 8 12 15 4 8 12 12 9 16 14 122

2 群馬県 12 12 9 11 44

3 茨城県 7 12 16 35

4 埼玉県 12 10 15 7 22 15 15 96

5 さいたま市 14 14

6 千葉県 6

7 東京都 6 6

8 福島県 9 9

合計 36 30 27 44 10 22 33 12 31 47 40 332

●　白鷗大学バレーボールサークル「アミスタ」

選手団名

招待チーム一覧
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ソフトボール競技実施要領 
 

１ 競技規則 

  令和８（2026）年度に適用の全国障害者スポーツ大会競技規則（公益財団法人日本パラスポーツ協

会制定）によるもののほか、この要領の定めるところによる。 

 

２ チーム 

（１） チームの編成は、監督１名、コーチ２名以内及び選手 15名以内（男女は問わない。）とする。 

（２） 監督及びコーチが選手を兼ねる場合は、選手名簿に登録されていなければ選手として出場でき 

 ない。この場合の選手の人数は、選手を兼ねる監督及びコーチを含め 15名以内とする。 

 

３ 競技方法 

（１） 試合は総当たりのリーグ戦方式とする。 

（２） 5イニング制とし、試合開始後 60分を経過した場合は、新しいイニングに入らない。 

（３） 同点の場合は、タイブレークにより試合を延長して行う。ただし、延長は２イニングを限度と 

し、延長開始後 15 分を経過した後は、新しいイニングには入らない。それでも、同点の場合は、

最終出場者９名（ＤＰ制を採用した場合は、ＦＰ選手を除く）の抽選によって勝敗を決定する。 

（４） ３回終了以降、10点差以上の差が生じたときは、得点差コールドゲームとする。また、降雨等 

の事情により試合継続が不可能となった場合は、３回以上の回の終了をもってコールドゲームと

する。 

（５） ファーストピッチにより行う。 

（６） 競技場のフェア地域及び塁間距離と投球距離は、女子の規格に準じる。 

（７） パスボール、振り逃げ、スクイズバント及び盗塁は適用しない。 

（８） ピッチャーが投球したボールが、ホームベースを通過した時点でボールデッドとし、キャッチ 

ャーからの牽制、暴投による進塁など、その後のプレーは成立しない。 

（９） ランナーが故意に進塁を遅らせた場合は、審判団から厳重に注意し、再度繰り返す場合は、審 

判団の判断で遅延行為によりランナーをアウトとする。 

（10）指名打者制（DH制）及び再出場（リエントリー制）を採用する。 

（11）試合球は公益財団法人日本ソフトボール協会検定ゴム製３号球とし、主催者が用意する。 

 

４ 競技服装 

（１） 同一チームの監督、コーチ及び選手は、同色・同意匠のユニフォームを着用しなければならな 

い。また、男子は同じ帽子を着用しなければならない。 

（２） ユニフォームナンバーは、背中と胸下につけなければならない。監督は 30番、コーチは 31番 

と 32番、主将は 10番とし、他の選手は１番から 99番の番号とする。また、ユニフォームの左袖

に都県、指定都市名を表示すること。 

（３） 打者・打者走者・走者、次打者及び１・３塁ベースコーチは、両耳あてのある同色のヘルメット

を着用する。また、捕手は、スロートガード付きマスク、ボディープロテクター及びレガースを着

用する。 

（４） 金属性スパイクの使用を禁止する。 
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５ 打順表等 

  （１） 打順表は、試合開始時刻の 30分前までに５部作成し、競技本部へ提出する。 

  （２） 攻守の決定は、監督及び主将の立会いのもと、球審のコインのトスによって決定する。 

 

６ 表彰式 

  表彰式は、競技終了後に競技会場で行う。 

 

７ その他 

  （１） ベンチは、組合せ表の番号が若いチームを１塁側とする。 

  （２） 競技場内へは、主催者の許可を受けたもの以外は立ち入ることができない。 

  （３） 練習球は、各チームが用意する。 

 

 

 

 

 

ソフトボール競技役員等名簿 

 

【栃木県ソフトボール協会】 

審判長   橋本 隆 

審判員   石井 茂  藤田 達也  長谷川 喜紀  池田 純 
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ソフトボール競技日程・組合せ

◆ 競技日程

◆ 組合せ

- -

- -

- -

14:10 第３試合 さいたま市 VS 栃木県

12:20 第２試合 埼玉県 VS さいたま市

さいたま市埼玉県栃木県

埼玉県

さいたま市

栃木県

時刻

9:00～

野球場B

W-Up開始

第１試合 VS栃木県 埼玉県10:30

チーム受付

9:30～

負分勝 順位
得失
点差

失点得点勝点
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背番号 主将 氏　　名 フリガナ 背番号 主将 氏　　名 フリガナ

30 坂主　成美 サカヌシ　ナルミ 30 安達　仁 アダチ　ヒトシ

31 稲見　浩一 イナミ　コウイチ 31 池田　正人 イケダ　マサト

32 塩原　綾華 シオバラ　アヤカ 32 尾谷　英一 オタニ　エイイチ

小松原　一真 コマツバラ　カズマ

1 選手 1 星野　裕菜 ホシノ　ユナ 1 選手 1 後藤　聡 ゴトウ　　サトシ

2 選手 5 阿久津　良平 アクツ　リョウヘイ 2 選手 2 奥富　学 オクトミ　マナブ

3 選手 9 遠藤　愁 エンドウ　シュウ 3 選手 3 越河　翔大 コスゴウ　ショウタ

4 選手 7 平間　裕一 ヒラマ　ユウイチ 4 選手 4 市田　大貴 イチダ　ヒロキ

5 選手 2 川上　修一 カワカミ　シュウイチ 5 選手 5 佐藤　俊郎 サトウ　トシロウ

6 選手 3 小林　和弥 コバヤシ　カズヤ 6 選手 6 町田　篤史 マチダ　アツシ

7 選手 10 ○ 篠崎　良太 シノザキ　リョウタ 7 選手 7 加藤　忍 カトウ　シノブ

8 選手 8 阿嶋　翔太 アジマ　ショウタ 8 選手 8 柳　武蔵 ヤナギ　ムサシ

9 選手 14 岩立　康希 イワタテ　コウキ 9 選手 9 仲田　俊太 ナカダ　シュンタ

10 選手 13 松本　優輝 マツモト　ユウキ 10 選手 10 ○ 牧野　光輔 マキノ　コウスケ

11 選手 11 岩立　悠希 イワタテ　ユウキ 11 選手 11 石丸　雄貴 イシマル　ユウキ

12 選手 12 福田　翔太 フクダ　ショウタ 12 選手 12 丸山　幸二 マルヤマ　コウジ

13 選手 6 寺島　慎悟 テラシマ　シンゴ 13 選手 13 下山　大輔 シモヤマ　ダイスケ

14 選手 4 矢口　凱音 ヤグチ　カイト 14 選手 14 細　智貴 ホソ　トモキ

15 選手 15 八下田　類 ヤゲタ　ルイ 15 選手 15 原　雅理 ハラ　マサミチ

背番号 主将 氏　　名 フリガナ

30 高橋　淳 タカハシ　　ジュン

31 藤田　文雄 フジタ　フミオ

32 堺　千壽 サカイ　チヅ

1 選手 1 松永　駿希 マツナガ　シュンキ

2 選手 2 星野　孝享 ホシノ　タカユキ

3 選手 3 仲嶺　幸長 ナカミネ　ユキナガ

4 選手 5 佐藤　琉大 サトウ　　リュウタ

5 選手 6 野口　秋男 ノグチ　アキオ

6 選手 7 若宮　義史 ワカミヤ　ヨシフミ

7 選手 8 千葉　章博 チバ　　アキヒロ

8 選手 9 黒木　将春 クロキ　マサハル

9 選手 10 〇 小島　由伸 コジマ　ユキノブ

10 選手 11 村上　和良 ムラカミ　カズヨシ

11 選手 12 田中　貴博 タナカ　タカヒロ

12 選手 14 今治　佑太 イマジ　ユウタ

13 選手 15 竹山　哲史 タケヤマ　サトシ

14 選手 27 直井　純人 ナオイ　スミヒト

15 選手

さいたま市

埼玉県

スコアラー

トレーナー

チーム名

監督

コーチ

コーチ

トレーナー トレーナー

スコアラー スコアラー

監督 監督

コーチ コーチ

コーチ コーチ

チーム編成表

ソフトボール

チーム名 チーム名栃木県

21



 



 

 

 

 

 

 

 

 

競技編 
 

フットソフトボール 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場：栃木県総合運動公園 野球場 A 

 

 



 



 

フ
ッ
ト
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
会
場
図
（
栃
木
県
総
合
運
動
公
園
 
野
球
場

A
）
 

 

実
施
本
部
 

競
技
本
部
 

【フ
ッ
ト
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】 

試
合
が
な
い

 

チ
ー
ム
の
待
機
所

 

【ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】 

試
合
が
な
い

 

チ
ー
ム
の
待
機
所

 

25



フットソフトボール競技実施要領 

 

１ 競技規則 

  令和８（2026）年度に適用の全国障害者スポーツ大会競技規則（公益財団法人日本パラスポ

ーツ協会制定）によるもののほか、この要領の定めるところによる。 

 

２ チーム 

（１） チームの編成は、監督１名、コーチ２名以内及び選手 15名以内（男女は問わない。）と 

する。 

（２） 監督及びコーチが選手を兼ねる場合は、選手名簿に登録されていなければ選手として出 

場できない。この場合の選手の人数は、選手を兼ねる監督及びコーチを含め 15名以内と 

する。 

 

３ 競技方法 

（１） 試合は、７イニングまたは試合開始後 60分を経過した後は、新しいイニングに入らな 

い。 

（２） 同点の場合は、タイブレークにより試合を延長して行う。ただし、延長は２イニングを 

限度とし、延長開始後 15分を経過した後は、新しいイニングには入らない。 

（３） ３イニング終了以降 20点以上の差が生じたときは、得点差コールドゲームとする。 

    また、降雨等の事情により試合の継続が不可能と判断された場合は、３イニング以上の 

イニングの終了をもってコールドゲームとする（決勝戦を含む）。 

（４） 指名選手（ＤＰ）及び再出場（リエントリー）を採用する。 

（５） 試合球は、サッカーボール（ゴム製４号球）とし、主催者が用意する。 

 

４ 服装等 

（１） 同一チームの監督、コーチ及び選手は、同色・同意匠ユニフォームを着用しなければな 

らない。 

    ただし、選手がショートパンツを着用するチームの監督及びコーチについては、上衣 

は同色・同意匠でなければならないが、下衣については、監督及びコーチのみで統一され 

た、別のものを着用してもよい。また、男子は同じ帽子を着用しなければならない。 

（２） ユニフォームナンバーは、背中と胸下につけなければならない。監督は 30番、コーチは 

31番と 32番、主将は 10番とし、他の選手は１番から 99番の番号とする。 

    数字の大きさは、背中は 15ｃｍ以上、胸は６ｃｍ～12ｃｍとする。ユニフォームの背中 

はユニフォームナンバーと個人名・チーム名のみとする。個人名・チーム名をつけるとき 

は、ユニフォームナンバーの上部に全員がつけること（個人名はローマ字表記のみとする。）。 

    また、ユニフォームの左袖に都県、指定都市名を表示すること。 

（３） 靴は、運動靴又は金属製以外のスパイクとする。 
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（４） 危険防止のための手袋を着用してよい。ただし、投手はボール以外の色でなければなら

ない。 

 

５ 打順表等 

（１） 打順表は、試合開始時刻の 30分前までに５部作成し、競技本部へ提出する。 

（２） 攻守の決定は、監督及び主将の立会いのもと、球審のコインのトスによって決定する。 

 

６ 表彰式 

  表彰式は、競技終了後に競技会場で行う。 

 

７ その他 

（１） ベンチは、組合せ表の番号が若いチームを１塁側とする。 

（２） 競技場内へは、主催者の許可を受けたもの以外は立ち入ることができない。 

（３） 練習球は、各チームが用意する。 

 

 

 

フットソフトボール競技役員名簿 

 

【栃木県ソフトボール協会】 

審判員    山本 幸雄  藤田 裕昭  友田 隆昌  二階堂 雅敏 
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フットソフトボール競技日程・組合せ

◆ 競技日程

◆ 組合せ

- -

- -

- -

14:10 第３試合 埼玉県 VS 栃木県

12:20 第２試合 群馬県 VS 埼玉県

時刻

9:00～

野球場A

W-Up開始

第１試合 VS栃木県 群馬県10:30

チーム受付

9:30～

失点栃木県 群馬県 埼玉県 勝
得失
点差

順位

栃木県

分 負 勝点 得点

群馬県

埼玉県
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背番号 主将 氏　　名 フリガナ 背番号 主将 氏　　名 フリガナ

30 菅原　康一 スガワラ　コウイチ 30 岩田　晃広 イワタ　アキヒロ

31 床井　洋太 トコイ　ヨウタ 31 金澤　範明 カナザワ　ノリアキ

32 小林　元 コバヤシ　ハジメ

床井　正志 トコイ　マサシ

1 選手 1 荒井　拓斗 アライ　タクト 1 選手 1 馬場　俊秀 ババ　トシヒデ

2 選手 2 関谷　元 セキヤ　ゲン 2 選手 2 福地　直斗 フクチ　ナオト

3 選手 4 早乙女　渉　 ソウトメ　ショウ 3 選手 3 清水　健二 シミズ　ケンジ

4 選手 5 菊地　彪斗 キクチ　アヤト 4 選手 4 長田　卓 ナガタ　スグル

5 選手 6 須田　光瑠 スダ　ヒカル 5 選手 5 飯島　哲平 イイジマ　テッペイ

6 選手 7 菊地　颯太 キクチ　ソウタ 6 選手 6 内田　陽介 ウチダ　ヨウスケ

7 選手 8 青山　豊和 アオヤマ　トヨカズ 7 選手 8 安藤　健人 アンドウ　ケント

8 選手 9 阿見　裕也 アミ　ユウヤ 8 選手 9 江部　駿介 エベ　シュンスケ

9 選手 10 ○ 益子　直人 マシコ　ナオト 9 選手 10 ○ 武藤　淳 ムトウ　ジュン

10 選手 11 五月女　琢矢 ソウトメ　タクヤ 10 選手 11 福留　健太 フクトメ　ケンタ

11 選手 14 薄井　優翔 ウスイ　ユウト 11 選手 12 松本　悠哉 マツモト　ユウヤ

12 選手 16 熊谷　智大 クマガイ　チヒロ 12 選手 13 今野　裕太 コンノ　ユウタ

13 選手 17 金子　勝 カネコ　マサル 13 選手 14 高沢　崇寛 タカザワ　タカヒロ

14 選手 18 小川　拓真 オガワ　タクマ 14 選手 15 村田　直樹 ムラタ　ナオキ

15 選手 15 選手 16 樫原　彰良 カシハラ　アキヒサ

背番号 主将 氏　　名 フリガナ

30 木村　公則 キクラ　キミノリ

31 細川　峻 ホソカワ　シュン

32 今泉　尭生 イマイズミ　タカオ

稲川　聖 イナガワ　ヒジリ

1 選手 1 薗田　彦紀 ソノダ　ゲンキ

2 選手 2 塩田　悠起 シノダ　ユウキ

3 選手 4 堀口　侑人 ホリグチ　ユウト

4 選手 5 飯野　結人 イイノ　ユイト

5 選手 6 関口　蓮 セキギチ　レン

6 選手 7 田沼　碧生 タヌマ　アオイ

7 選手 8 遠藤　宏 エンドウ　ヒロ

8 選手 10 ○ 柳田　尚樹 ヤナギタ　ナオキ

9 選手 11 髙橋　琉梛 タカハシ　リュウナ

10 選手 12 茂木　欧介 モテギ　オウスケ

11 選手 14 井上　祐樹 イノウエ　ユウキ

12 選手

13 選手

14 選手

15 選手

群馬県

埼玉県

トレーナー

トレーナー

チーム名

監督

コーチ

コーチ

トレーナー トレーナー

トレーナー トレーナー

監督 監督

コーチ コーチ

コーチ コーチ

チーム編成表

フットソフトボール

チーム名 チーム名栃木県
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